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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成29年11月16日(2017.11.16)

【公開番号】特開2017-176099(P2017-176099A)
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【年通号数】公開・登録公報2017-038
【出願番号】特願2016-71303(P2016-71303)
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   Ａ２３Ｋ  20/105    (2016.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月11日(2017.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  以下の（ａ）～（ｃ）のいずれかの遺伝子を含む、変異型カロテノイド産生細菌。
  （ａ）カロテノイド産生細菌における１－デオキシ－Ｄ－キシルロース５リン酸合成酵
素のアミノ酸配列において、少なくとも第２２５番目のアミノ酸残基が他のアミノ酸残基
に置換された変異型アミノ酸配列を含むタンパク質をコードする遺伝子
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  （ｂ）カロテノイド産生細菌におけるデカプレニル二リン酸合成酵素のアミノ酸配列に
おいて、少なくとも第３０５番目のアミノ酸残基が他のアミノ酸残基に置換された変異型
アミノ酸配列を含むタンパク質をコードする遺伝子
  （ｃ）上記（ａ）及び（ｂ）の両方の遺伝子
【請求項２】
  １－デオキシ－Ｄ－キシルロース５リン酸合成酵素のアミノ酸配列が配列番号２に示さ
れるものである請求項１に記載の細菌。
【請求項３】
  第２２５番目のアミノ酸残基が、グリシンからアスパラギン酸に置換された、請求項１
又は２に記載の細菌。
【請求項４】
  デカプレニル二リン酸合成酵素のアミノ酸配列が配列番号４に示されるものである請求
項１～３のいずれか１項に記載の細菌。
【請求項５】
  第３０５番目のアミノ酸残基が、アラニンからバリンに置換された、請求項１～４のい
ずれか１項に記載の細菌。
【請求項６】
  変異型アミノ酸配列を含むタンパク質をコードする遺伝子を有さないカロテノイド産生
細菌のカロテノイド産生能よりも高い産生能を獲得した、請求項１～５のいずれか１項に
記載の細菌。
【請求項７】
  変異型アミノ酸配列を含むタンパク質をコードする遺伝子を有さないカロテノイド産生
細菌のカロテノイド産生量よりも少なくとも５倍以上の量の産生能を獲得した、請求項６
に記載の細菌。
【請求項８】
  カロテノイド産生細菌がパラコッカス属に属するものである請求項１～７のいずれか１
項に記載の細菌。
【請求項９】
  パラコッカス属に属する細菌がＥ－３９６株である請求項８に記載の細菌。
【請求項１０】
  カロテノイドがアスタキサンチンである請求項１～９のいずれか１項に記載の細菌。
【請求項１１】
  請求項１～１０のいずれか１項に記載の細菌を培養し、得られる培養物からカロテノイ
ドを採取することを特徴とするカロテノイドの製造方法。
【請求項１２】
  カロテノイドの産生量が、変異型アミノ酸配列を含むタンパク質をコードする遺伝子を
有さないカロテノイド産生細菌のカロテノイド産生量よりも少なくとも５倍以上の産生量
である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
  カロテノイドがアスタキサンチンである請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
  カロテノイド産生細菌に変異処理を施し、変異処理された細菌から以下の（ａ）～（ｃ
）のいずれかの特徴を有する細菌を選択することを特徴とする、カロテノイド産生細菌の
スクリーニング方法
  （ａ）１－デオキシ－Ｄ－キシルロース５リン酸合成酵素の活性が変異処理前の細菌に
おける活性よりも上昇した特徴
  （ｂ）デカプレニル二リン酸合成酵素の活性が変異処理前の細菌における活性よりも低
下した特徴
  （ｃ）上記（ａ）及び（ｂ）の両方の特徴
【請求項１５】
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  請求項１４に記載の方法により選択された細菌を培養し、得られる培養物からカロテノ
イドを採取することを特徴とするカロテノイドの製造方法。
【請求項１６】
  １－デオキシ－Ｄ－キシルロース５リン酸合成酵素のアミノ酸配列において、少なくと
も第２２５番目のアミノ酸残基が他のアミノ酸残基に置換された変異型アミノ酸配列を含
むタンパク質をコードする遺伝子。
【請求項１７】
  配列番号５で表される塩基配列を含むＤＮＡを含む遺伝子。
【請求項１８】
  デカプレニル二リン酸合成酵素のアミノ酸配列において、少なくとも第３０５番目のア
ミノ酸残基が他のアミノ酸残基に置換された変異型アミノ酸配列を含むタンパク質をコー
ドする遺伝子。
【請求項１９】
  配列番号７で表される塩基配列を含むＤＮＡを含む遺伝子。
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